
東みよし町 事務事業評価シート 評価年度 令和５年度 事業年度 令和４年度

１　事務事業の概要

事務事業名 町営バス運行事業 整理番号 1302-026

事業継続年数 事業開始年度 平成11年度

分野別施策 ３　道路・交通網の整備 所 属 長 谷藤 哲也

主な施策 ５　公共交通のあり方の検討 電話番号 82-6302

第２次
総合計画体系

政策目標 ５　快適で便利なまち 担当部署 企画課

根拠法令等 東みよし町自家用自動車有償運送に関する条例（平成18年条例第20号）

事業実施方法区分

事務事業の内容
どのような方法・手段で
事務事業を行ったか

区間：東みよし町役場前～阿波池田バスターミナル間（三好地区経由）
便数：7便/日（※日曜日、祝日、12月30日、1月2日、1月3日は3便/日）
運休：12月31日、1月1日
備考：三好市営バスとの競合区間は乗降制限あり。

運行業務のみ㈲ヒルマタクシーに委託。月額814,000円（税込）

事務事業の成果
結果・実績はどうか

【令和4年度実績】
乗車人員 12,023人（整理券による集計）

【参考：令和3年度実績】
乗車人員 11,610人（整理券による集計）

特記事項

２　事務事業の目的・内容・成果

事務事業の対象
具体的に誰(なに)を

運行路線沿線の町民。主な利用者は通勤、通学、通院。 対 象 者
年間12,000人程度
（整理券のみ算出）

事務事業の目的
どのような状態にしたいのか

交通弱者の利用しやすい公共交通路線の確立、利便性の向上、公共交通空白地域の解消。

  うち繰越分↓

14,427,000
  うち繰越分↓

0 0 0

３　事業費の推移と評価対象年度経費

令和３年度 令和４年度（評価対象年度） 令和５年度（見込）

事業費【(a)～(e)の合計】 14,812,687
  うち繰越分↓

14,419,803
  うち繰越分↓

2,514,000
  うち繰越分↓

財
源
内
訳

 国庫支出金(a)
  うち繰越分↓

 県支出金(b) 1,295,000
  うち繰越分↓

 地方債(c)
  うち繰越分↓   うち繰越分↓

1,859,000
  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓

  うち繰越分↓
5,200,000

  うち繰越分↓
 その他(d) 5,768,373

  うち繰越分↓
6,189,602

  うち繰越分↓
5,200,000

  うち繰越分↓
うち受益者負担 5,768,373

  うち繰越分↓
6,189,602

  うち繰越分↓
6,713,000

  うち繰越分↓
 一般財源(e) 7,749,314

  うち繰越分↓
6,371,201

項 1 総務管理費 目 11 地域バス交通事業費

特定財源の名称・金額
徳島県生活バス路線維持確保補助金 1,859,000円
町営バス使用料 6,189,602円

令和４年度
経費の内訳

事務事業に係る経費の詳細

予算科目（歳出区分) 会計 1 一般会計 款 2 総務費

需用費 4,417,253円（消耗品費 81,181円・燃料費 2,205,075円・施設等修繕料 188,100円・車両修繕
料 1,942,897円）　役務費 156,150円（定期点検手数料 112,650円・事務取扱手数料 17,127円・各種
手数料 1,113円・自動車損害保険料 25,260円）　委託料（運行業務） 9,768,000円　公課費（自動車重
量税） 78,400円

備　 考
　地方バス路線の運行維持費については、地方公共団体が負担する額の80％が特別交付税の対象
になる。

町直営 全部委託 一部委託 補助金等指定管理

5年以内 6年～10年 11年～20年 21年以上


